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１．経営成績・財政状態に関する分析 

（１）経営成績に関する分析 

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府による大胆な金融政策、機動的な財政政策、民間投資を喚起する成長戦略を柱と

した経済財政政策の推進を背景に、一部の企業の収益や雇用・所得環境の改善傾向が続き、全体としては緩やかな景気回復基調

で推移いたしましたが、中国及び新興国の景気減速懸念等の海外情勢の影響により、株価や為替といった金融市場の動向が不安

定になり、企業収益の悪化への警戒心が高まる等、国内景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。 

当社グループの中核事業であります水産物卸売事業におきましては、景気改善の動きから一部の個人消費は回復の兆しが徐々

に見えつつあり、顧客ニーズが高付加価値志向に向かいつつも、消費者の低価格志向・節約志向・魚離れは依然として続いてお

ります。また、少子高齢化の進展や個食化により消費市場は一層縮小し、水産物の消費は減少傾向となりました。さらに市場外

流通も引き続き増加したことや諸外国の漁獲規制に加え水産資源の減少、海外の水産物消費需要の増加、グローバル規模での魚

介類の争奪戦が巡らされ、当社グループを取り巻く経営環境は引き続き厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況の下、当社グループは中期経営計画「ＭＭプラン３rd Stage」の２年目として、横浜市中央卸売市場の再編、

機能強化に対応した南部支社との統合に加え、連結子会社でありました川崎丸魚株式会社を吸収合併し支社化したこと等、グ

ループ一丸の体制となって邁進した結果、売上については若干の減収であったものの、利益については、「ＭＭプラン３rd 

Stage」２年目の目標を計画通り達成することが出来ました。次の３年目は中期経営計画総仕上げの年と位置付けて、「ＭＭプラ

ン３rd Stage」の最終目標を達成すべく、取り組んでいるところであります。 

その結果、当連結会計年度の売上高は 53,003 百万円と前連結会計年度に比べ 2,225 百万円（△4.0％）の減収となりましたが、

営業利益は横浜市中央卸売市場の再編、機能強化に対応した南部支社との統合及び連結子会社でありました川崎丸魚株式会社を

吸収合併し支社化したこと等、グループ再編の効果の表れにより 173 百万円と前連結会計年度に比べ 262 百万円（前連結会計年

度営業損失 89 百万円）の改善となり、経常利益も 370 百万円と前連結会計年度に比べ 199 百万円（116.5％）、親会社株主に帰

属する当期純利益も276百万円と前連結会計年度に比べ130百万円（90％）それぞれ増益となりました。 

 なお、当連結会計年度より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21 号 平成 25 年９月 13 日）等を適用し、「当

期純利益」を「親会社株主に帰属する当期純利益」としております。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 なお、売上高については、セグメント間取引の相殺消去後の数値であり、営業利益又は営業損失については、セグメント間取引

の相殺消去前の数値であります。  

水産物卸売事業 

 売上高は41,975百万円と前連結会計年度に比べ2,492百万円（△5.6％）の減収となりましたが、営業利益は120百万円と前連

結会計年度に比べ203百万円（前連結会計年度営業損失82百万円）の改善となりました。 

水産物販売事業  

 売上高は10,730百万円と前連結会計年度に比べ227百万円（2.2％）の増収となり、営業損失は４百万円と前連結会計年度に比

べ46百万円（前連結会計年度営業損失50百万円）の改善となりました。  

不動産等賃貸事業 

 売上高は51 百万円と前連結会計年度に比べ23 百万円（81.0％）の増収となりましたが、営業利益は21 百万円と前連結会計年

度に比べ６百万円（△23.6％）の減益となりました。 

運送事業 

 売上高は245 百万円と前連結会計年度に比べ16 百万円（7.3％）の増収となり、営業利益も34 百万円と前連結会計年度に比べ

19百万円（135.5％）の増益となりました。 

 

次期の見通しにつきましては、［添付資料］５ページ「３．経営方針（４）会社の対処すべき課題」に記載のとおりであります。 

 業績につきましては、売上高 53,500 百万円、営業利益 200 百万円、経常利益 420 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益

500百万円を見込んでおります。 

 

セグメントの業績見通しは、次のとおりであります。 

 なお、売上高については、セグメント間取引の相殺消去後の数値であり、営業利益については、セグメント間取引の相殺消去前

の数値であります。 

水産物卸売事業 

 売上高は42,150百万円、営業利益は95百万円を見込んでおります。 

水産物販売事業 

 売上高は11,020百万円、営業利益は25百万円を見込んでおります。 

不動産等賃貸事業 

 売上高は80百万円、営業利益は65百万円を見込んでおります。  

運送事業 

 売上高は250百万円、営業利益は15百万円を見込んでおります。  

 

横浜丸魚㈱（8045）平成28年3月期決算短信

- 2 -



（２）財政状態に関する分析 

  ①資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末における総資産は17,665 百万円（前連結会計年度末は19,383 百万円）となり、1,718 百万円減少いたしまし

た。投資有価証券の時価評価差額等による減少1,664百万円が大きな要因であります。 

 負債は、5,682百万円（前連結会計年度末は6,448百万円）となり、766百万円減少いたしました。その他流動負債の減少74百

万円及び長期繰延税金負債の減少675百万円が大きな要因であります。 

 純資産は、11,982 百万円（前連結会計年度末は 12,934 百万円）となり、951 百万円減少いたしました。利益剰余金の増加 205

百万円及びその他有価証券評価差額金の減少1,157百万円が大きな要因であります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による獲得した資金566 百万円、投資活動

による使用した資金1,108百万円及び財務活動による使用した資金111百万円により、前連結会計年度末に比べ653百万円減少し、

当連結会計年度末には1,877百万円（前年同期比25.8％減）となりました。 

 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は 566 百万円（前年同期比 182.8％増）となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益

378百万円、売上債権の増加額28百万円、たな卸資産及び仕入債務の減少額192百万円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は 1,108 百万円（前年同期比 180.1％増）となりました。これは主に、有形固定資産の取得によ

る支出888 百万円、投資有価証券の取得による支出268 百万円、投資有価証券の売却及び償還による収入66 百万円によるもの

であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は 111 百万円（前年同期比 6.6％増）となりました。これは主に、リース債務の返済による支出

33百万円、配当金の支払額70百万円によるものであります。 

 

 （参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移  

 平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期

自己資本比率(％) 59.3 61.5 64.8 66.7 67.8 

時価ベースの自己資本

比率(％) 
15.6 15.2 17.0 20.3 16.6 

キャッシュ・フロー対

有利子負債比率(％) 
0.2 0.2 3.1 0.2 0.2 

インタレスト・カバ

レッジ・レシオ(％) 
78.1 113.6 6.0 78.4 241.8 

（計算式） 自己資本比率 ： 自己資本／総資産 

      時価ベースの自己資本比率 ： 株式時価総額／総資産 

      キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ： 有利子負債／キャッシュ・フロー 

      インタレスト・カバレッジ・レシオ ： キャッシュ・フロー／利払い 

（注１） いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

（注２） 株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

（注３） キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

（注４） 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。 
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社グループは、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営課題の一つとして位置づけております。 

配当金につきましては、株主各位への利益還元の重要な手段であるとの認識に基づく安定配当の継続、更には業績に応じ積極的

な還元を基本方針としております。 

 なお、内部留保資金につきましては、将来の事業拡張等を目的とする設備投資に充当し、経営基盤の強化に有効活用していく所

存であります。 

 当期の配当につきましては、１株当たり10円を予定しております。また、次期の配当につきましても、１株当たり10円を予定

しております。 

 

（４）事業等のリスク 

最近の有価証券報告書（平成27年６月26日提出）における「事業等のリスク」から新たなリスクが顕在化していないため開示

を省略しております。 

 

２．企業集団の状況 

当社グループは、当社及び子会社３社で構成され、中央卸売市場における水産物卸売事業を中核事業とし、量販店及び外食産業

等への市場外販売、賃貸マンション等の賃貸事業、更に運送事業を行っております。 

当社グループの事業に係る位置付け及びセグメントとの関連は、次のとおりであります。なお、セグメントと同一の区分であり

ます。 

 

水産物卸売事業………横浜市及び川崎市中央卸売市場並びに川崎市地方卸売市場において、水産物卸売業を行っております。 

当社 

水産物販売事業………中央卸売市場等から仕入れた水産物を、量販店及び外食産業等へ販売を行っております。 

㈱ハンスイ及び館山丸魚㈱ 

不動産等賃貸事業……賃貸マンション等の賃貸 

当社 

運送事業………………水産物の運送等 

㈱横浜魚市場運送 

 

事業の系統図は、次のとおりです。 

 

 

 

横浜丸魚㈱（8045）平成28年3月期決算短信

- 4 -



３．経営方針 

（１）会社の経営の基本方針 （２）目標とする経営指標 （３）中長期的な会社の経営戦略 

平成27年３月期決算短信［日本基準］（連結）（平成27年５月19日開示）により開示を行った内容から重要な変更がないた

め開示を省略しております。 

当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。 

（当社ホームページ） 

http://www.yokohama-maruuo.co.jp 

（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ）） 

http://www.jpx.co.jp/listing/co-search/index.html 

 

（４）会社の対処すべき課題 

今後の経済見通しにつきましては、安定的に継続されている政局を背景に、一時期の景気停滞からは緩やかな回復の兆しが見ら

れております。一方で、世界規模では人口が増加し、また地球環境の悪化による水や食料等の資源不足が問題視され、国内では人

口減少や超高齢化社会、個食化、核家族化に加え、熊本地震等の自然災害の影響もあり、国内景気及び経済見通しは厳しさが増す

ことも予想されます。 

このような状況の下で、当社グループは、平成26年度から平成28年度までの三ヵ年中期経営計画「ＭＭプラン３rd Stage」を

策定し、「海の恵みと共に70年、新たなるステージへ」をスローガンに、グループの総力を挙げて各々の役割を確実に実行する

ことを第一義として、安定的な営業損益の黒字確保と持続的な成長と発展に努めてまいります。 

さらには基本理念であります、食の安心・安全への取組みのため、より厳しい品質管理を実行し顧客の満足度の向上に努めると

ともに、水産物流通システム創造企業として、社会が求める豊かな食生活に貢献しつづけてまいります。 

また、横浜市中央卸売市場の機能強化に対応した南部支社との統合、市場再編により、横浜市内唯一の水産市場となった横浜市

中央卸売市場本場水産物部として、新生本場の活性化を図るとともに存在価値を高め、地域における「食」の拠点として、誇りを

持って次の世代に引き継げる市場をつくってまいります。そして「水産物部経営ビジョン～横浜食文化の一丁目一番地へ～」のス

ローガンに基づき地域社会に貢献し、食文化を支える公器として、より大きな社会貢献を果たしてまいります。 

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏しいため、会計

基準につきましては日本基準を適用しております。 
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,561,726 1,878,521 

受取手形及び売掛金 3,890,962 3,940,611 

有価証券 － 50,030 

商品及び製品 1,155,964 957,873 

繰延税金資産 1,176 1,154 

その他 60,961 30,609 

貸倒引当金 △635,150 △622,977 

流動資産合計 7,035,641 6,235,824 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 3,468,991 3,998,201 

減価償却累計額 △2,535,071 △2,576,280 

建物及び構築物（純額） 933,919 1,421,921 

土地 987,515 1,303,967 

リース資産 196,333 184,729 

減価償却累計額 △100,319 △89,302 

リース資産（純額） 96,014 95,427 

建設仮勘定 14,200 648 

その他 376,882 344,629 

減価償却累計額 △322,979 △288,498 

その他（純額） 53,903 56,131 

有形固定資産合計 2,085,553 2,878,094 

無形固定資産    

ソフトウエア 253,056 208,322 

その他 10,391 14,168 

無形固定資産合計 263,447 222,491 

投資その他の資産    

投資有価証券 9,910,727 8,246,666 

長期貸付金 11,904 8,691 

破産更生債権等 488,683 467,922 

その他 67,601 69,200 

貸倒引当金 △479,862 △463,438 

投資その他の資産合計 9,999,054 8,329,042 

固定資産合計 12,348,054 11,429,628 

資産合計 19,383,696 17,665,453 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,600,894 2,595,034 

リース債務 30,209 33,213 

未払法人税等 6,835 70,942 

繰延税金負債 245 226 

賞与引当金 57,486 53,153 

その他 332,308 257,531 

流動負債合計 3,027,979 3,010,102 

固定負債    

リース債務 73,175 70,156 

繰延税金負債 2,323,463 1,648,427 

退職給付に係る負債 661,155 622,317 

資産除去債務 24,722 24,134 

その他 338,407 307,357 

固定負債合計 3,420,924 2,672,393 

負債合計 6,448,904 5,682,495 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,541,860 1,541,860 

資本剰余金 376,677 377,050 

利益剰余金 6,316,624 6,522,396 

自己株式 △103,938 △106,314 

株主資本合計 8,131,224 8,334,992 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,801,822 3,644,367 

その他の包括利益累計額合計 4,801,822 3,644,367 

非支配株主持分 1,745 3,597 

純資産合計 12,934,792 11,982,957 

負債純資産合計 19,383,696 17,665,453 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 55,228,498 53,003,480 

売上原価 51,567,321 49,487,081 

売上総利益 3,661,177 3,516,399 

販売費及び一般管理費    

販売費 948,434 820,195 

一般管理費 2,802,437 2,523,202 

販売費及び一般管理費合計 3,750,871 3,343,398 

営業利益又は営業損失（△） △89,693 173,000 

営業外収益    

受取利息 14,827 11,567 

受取配当金 179,960 191,132 

その他 69,018 10,968 

営業外収益合計 263,805 213,668 

営業外費用    

支払利息 2,553 2,342 

その他 378 13,702 

営業外費用合計 2,931 16,045 

経常利益 171,179 370,623 

特別利益    

固定資産売却益 － 185 

投資有価証券売却益 2,656 20,721 

負ののれん発生益 208 － 

特別利益合計 2,864 20,906 

特別損失    

固定資産除却損 3,942 6,948 

投資有価証券売却損 － 6,557 

特別損失合計 3,942 13,506 

税金等調整前当期純利益 170,101 378,023 

法人税、住民税及び事業税 29,083 104,595 

法人税等調整額 △4,488 △2,879 

法人税等合計 24,594 101,715 

当期純利益 145,506 276,308 

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △18 △203 

親会社株主に帰属する当期純利益 145,524 276,511 

 

 

（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当期純利益 145,506 276,308 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,615,701 △1,157,462 

その他の包括利益合計 1,615,701 △1,157,462 

包括利益 1,761,208 △881,154 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 1,761,224 △880,943 

非支配株主に係る包括利益 △16 △210 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,541,860 376,677 6,241,880 △102,129 8,058,288 

当期変動額           

剰余金の配当     △70,781   △70,781 

親会社株主に帰属する当期純
利益     145,524   145,524 

自己株式の取得       △1,808 △1,808 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）           

当期変動額合計 － － 74,743 △1,808 72,935 

当期末残高 1,541,860 376,677 6,316,624 △103,938 8,131,224 

 

       

  
その他の包括利益累
計額 

非支配株主持分 純資産合計 

  
その他有価証券評価
差額金 

当期首残高 3,186,090 3,964 11,248,343 

当期変動額       

剰余金の配当     △70,781 

親会社株主に帰属する当期純
利益     145,524 

自己株式の取得     △1,808 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 

1,615,732 △2,218 1,613,513 

当期変動額合計 1,615,732 △2,218 1,686,449 

当期末残高 4,801,822 1,745 12,934,792 
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当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,541,860 376,677 6,316,624 △103,938 8,131,224 

当期変動額           

剰余金の配当     △70,740   △70,740 

親会社株主に帰属する当期純
利益     276,511   276,511 

自己株式の取得       △2,376 △2,376 

非支配株主との取引に係る親
会社の持分変動   373     373 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）           

当期変動額合計 － 373 205,771 △2,376 203,768 

当期末残高 1,541,860 377,050 6,522,396 △106,314 8,334,992 

 

       

  
その他の包括利益累
計額 

非支配株主持分 純資産合計 

  
その他有価証券評価
差額金 

当期首残高 4,801,822 1,745 12,934,792 

当期変動額       

剰余金の配当     △70,740 

親会社株主に帰属する当期純
利益     276,511 

自己株式の取得     △2,376 

非支配株主との取引に係る親
会社の持分変動     373 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額） 

△1,157,455 1,851 △1,155,603 

当期変動額合計 △1,157,455 1,851 △951,835 

当期末残高 3,644,367 3,597 11,982,957 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 170,101 378,023 

減価償却費 179,602 193,904 

負ののれん発生益 △208 － 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 118,498 △28,596 

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,190 △4,333 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △150,095 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △30,263 △38,838 

受取利息及び受取配当金 △194,787 △202,699 

支払利息 2,553 2,342 

有形固定資産売却損益（△は益） － △185 

固定資産除却損 3,942 6,948 

投資有価証券売却損益（△は益） △2,656 △14,163 

売上債権の増減額（△は増加） 91,896 △28,888 

たな卸資産の増減額（△は増加） △106,410 198,090 

仕入債務の増減額（△は減少） △174,158 △5,860 

未払消費税等の増減額（△は減少） 58,180 △41,784 

長期未払金の増減額（△は減少） 103,370 △8,800 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 8,325 64,328 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 27,432 △23,969 

預り保証金の増減額（△は減少） △16,929 △22,250 

その他 3,740 20,664 

小計 89,943 443,932 

利息及び配当金の受取額 163,138 168,171 

利息の支払額 △2,553 △2,342 

法人税等の支払額 △50,212 △43,240 

営業活動によるキャッシュ・フロー 200,315 566,520 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の払戻による収入 － 30,011 

有価証券の償還による収入 11,000 － 

有形固定資産の取得による支出 △245,161 △888,716 

有形固定資産の売却による収入 － 185 

無形固定資産の取得による支出 △184,725 △35,404 

投資有価証券の取得による支出 △61,444 △268,089 

投資有価証券の売却及び償還による収入 96,988 66,665 

貸付けによる支出 △4,400 － 

貸付金の回収による収入 5,146 3,757 

その他の支出 △13,973 △21,309 

その他の収入 857 4,319 

投資活動によるキャッシュ・フロー △395,712 △1,108,579 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

リース債務の返済による支出 △31,470 △33,280 

自己株式の取得による支出 △1,808 △2,376 

配当金の支払額 △70,995 △70,982 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
－ △4,500 

財務活動によるキャッシュ・フロー △104,274 △111,139 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △299,670 △653,199 

現金及び現金同等物の期首残高 2,830,379 2,530,709 

現金及び現金同等物の期末残高 2,530,709 1,877,510 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

  （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

  （会計方針の変更） 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

  「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を

当連結会計年度から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上す

るとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、当連結会計年度の

期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する連

結会計年度の連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から

非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財務

諸表の組替えを行っております。 

  企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4）、連結会計基準第44－５項(4）及び事業分離等

会計基準第57－４項(4）に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首時点から将来にわたって適用してお

ります。 

  当連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得に係るキャッ

シュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載しております。 

  なお、これに伴う連結財務諸表及び１株当たり情報に与える影響額は軽微であります。 

   

  （セグメント情報等） 

ａ．セグメント情報 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分

の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、中央卸売市場における水産物卸売事業を中核事業とし、量販店及び外食産業等への水産物販売事業、賃貸マン

ション等の不動産等賃貸事業、更に運送事業について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがいまして、当社は、水産物卸売業を基礎とした流通・サービス別のセグメントから構成されており「水産物卸売

事業」、「水産物販売事業」、「不動産等賃貸事業」及び「運送事業」の４つを報告セグメントとしております。 

「水産物卸売事業」は、中央卸売市場及び地方卸売市場において、水産物の卸売を行っております。「水産物販売事

業」は、中央卸売市場等から仕入れた水産物を、量販店及び外食産業等へ販売する事業を行っております。「不動産等賃

貸事業」は、賃貸マンション等の賃貸を行っております。「運送事業」は、水産物の運送等を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表作成の会計処理の方法と概ね同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。 

 

      （企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「会計方針の変更」に記載のとおり、当連結会計年度から「企業結合に関する会計基準」等を適用し、支配が継続し

ている場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生し

た連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、当連結会計年度の期首以後実施される企業結合

については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する連結会計年度の連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。 

 なお、これに伴うセグメント利益又は損失（△）に与える影響額は軽微であります。 

 

横浜丸魚㈱（8045）平成28年3月期決算短信

- 12 -



３．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失、資産、負債その他項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自平成26年４月１日 至平成27年３月31日）                     （単位：百万円） 

 

 

 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

連結 

財務諸表 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業

不動産等

賃貸事業
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 44,467 10,503 28 229 55,228 － 55,228 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
3,613 185 61 119 3,980 △3,980 － 

計 48,081 10,688 89 348 59,208 △3,980 55,228 

セグメント利益又は損失

（△） 
△82 △50 28 14 △89 0 △89 

セグメント資産 8,821 1,807 1,349 270 12,249 7,134 19,383 

その他の項目        

 減価償却費 83 47 37 4 172 7 179 

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
418 1 8 － 428 － 428 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額０百万円は、棚卸資産の未実現利益であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業損失と調整を行っております。 

 

当連結会計年度（自平成27年４月１日 至平成28年３月31日）                     （単位：百万円） 

 

 

 

報告セグメント 

調整額 

（注１） 

連結 

財務諸表 

計上額 

（注２） 

水産物 

卸売事業 

水産物 

販売事業

不動産等

賃貸事業
運送事業 計 

売上高        

(1)外部顧客への売上高 41,975 10,730 51 245 53,003 － 53,003 

(2)セグメント間の内部売上

高又は振替高  
3,336 131 61 122 3,652 △3,652 － 

計 45,312 10,862 112 368 56,656 △3,652 53,003 

セグメント利益又は損失

（△） 
120 △4 21 34 172 0 173 

セグメント資産 7,821 1,704 2,139 280 11,946 5,719 17,665 

その他の項目        

 減価償却費 94 46 41 1 184 10 195 

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
88 － 831 － 920 － 920 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額０百万円は、棚卸資産の未実現利益△０百万円及びセグメント間取引消去０百万

円であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。 

 

  （１株当たり情報） 

 

前連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 

至 平成27年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成27年４月１日 

至 平成28年３月31日） 

１株当たり純資産額 1,828.24円 1,694.44円 

１株当たり当期純利益金額 20.57円 39.10円 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 ２． １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 

前連結会計年度 

（自 平成26年４月１日 

至 平成27年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成27年４月１日 

至 平成28年３月31日） 

親会社株主に帰属する当期純利益金額（百万円） 145 276 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益金

額（百万円） 
145 276 

期中平均株式数（株） 7,075,294 7,071,559 
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  （重要な後発事象） 

当社は、平成28年4月28日開催の取締役会において、固定資産の譲渡を決議いたしました。 

 

（１）譲渡の理由 

当社は、資産効率の改善及び財務基盤の強化を図るため、保有資産の見直しを行った結果、当該資産を譲渡することとい

たしました。 

 

（２）譲渡資産の内容 

種類 土地及び建物 

所在地 神奈川県横浜市瀬谷区目黒町５－２ 

面積 

土地 

建物（延べ床面積） 

 

3,681.24㎡ 

3,267.28㎡ 

現況 賃貸用不動産 

 

（３）譲渡先の内容 

国内の一般事業者である譲渡先並びに譲渡価格につきましては、契約上の都合により公表を控えさせていただきます。 

なお、譲渡先と当社との間に資本関係、人的関係及び取引関係はなく、譲渡先は当社の関連当事者にも該当いたしません。 

 

（４）譲渡の日程 
①契約締結日 

  平成28年５月中旬（予定） 

②物件引渡日 

  平成28年６月下旬（予定） 

 

（５）当該事象の連結損益に与える影響額 
当該固定資産の譲渡に伴い、平成29年３月期の連結財務諸表において、固定資産売却益約364百万円を特別利益として計

上する見込みであります。 
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６．個別財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当事業年度 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,924,674 1,605,969 

売掛金 1,896,460 3,385,271 

商品及び製品 793,466 702,777 

前払費用 3,650 4,708 

その他 57,981 34,003 

貸倒引当金 △231,557 △613,567 

流動資産合計 4,444,675 5,119,162 

固定資産    

有形固定資産    

建物 595,747 1,230,965 

構築物 5,309 4,961 

機械及び装置 3,957 5,774 

車両運搬具 0 1,211 

工具、器具及び備品 24,431 43,831 

土地 899,055 1,303,967 

建設仮勘定 14,200 648 

有形固定資産合計 1,542,701 2,591,359 

無形固定資産    

ソフトウエア 179,811 205,111 

その他 2,214 10,543 

無形固定資産合計 182,026 215,655 

投資その他の資産    

投資有価証券 9,802,536 8,194,355 

関係会社株式 907,399 438,788 

出資金 10,741 10,741 

長期貸付金 11,013 8,286 

破産更生債権等 482,112 461,044 

その他 16,589 37,081 

貸倒引当金 △475,545 △457,187 

投資その他の資産合計 10,754,847 8,693,110 

固定資産合計 12,479,575 11,500,125 

資産合計 16,924,250 16,619,288 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当事業年度 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

受託販売未払金 152,160 262,158 

買掛金 1,183,899 1,753,845 

未払金 121,743 139,753 

未払法人税等 3,227 66,427 

未払消費税等 22,785 9,130 

未払費用 15,119 25,516 

繰延税金負債 243 216 

預り金 9,066 10,011 

賞与引当金 29,959 41,924 

資産除去債務 5,056 － 

その他 1,242 3,542 

流動負債合計 1,544,503 2,312,527 

固定負債    

繰延税金負債 2,315,852 1,648,184 

退職給付引当金 438,875 534,067 

長期未払金 93,170 85,570 

資産除去債務 14,918 22,358 

長期預り保証金 64,780 182,987 

固定負債合計 2,927,596 2,473,167 

負債合計 4,472,100 4,785,694 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,541,860 1,541,860 

資本剰余金    

資本準備金 376,677 376,677 

資本剰余金合計 376,677 376,677 

利益剰余金    

利益準備金 385,465 385,465 

その他利益剰余金    

圧縮記帳積立金 168,386 172,546 

事業拡張積立金 100,000 － 

事業再編積立金 50,000 50,000 

施設整備積立金 260,000 200,000 

別途積立金 4,500,000 4,700,000 

繰越利益剰余金 385,286 850,982 

利益剰余金合計 5,849,137 6,358,994 

自己株式 △103,938 △106,314 

株主資本合計 7,663,737 8,171,217 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 4,788,412 3,662,375 

評価・換算差額等合計 4,788,412 3,662,375 

純資産合計 12,452,149 11,833,593 

負債純資産合計 16,924,250 16,619,288 
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（２）損益計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 30,984,257 45,425,000 

売上原価 29,305,944 43,029,998 

売上総利益 1,678,313 2,395,002 

販売費及び一般管理費    

売上高割市場使用料 77,421 113,406 

出荷奨励金 18,001 26,284 

完納奨励金 64,156 67,994 

運賃及び荷造費 193,955 211,794 

保管費 123,391 148,355 

役員報酬 86,032 96,510 

従業員給料及び手当 544,415 770,213 

賞与引当金繰入額 29,959 41,924 

役員退職慰労引当金繰入額 4,600 － 

退職給付費用 33,041 43,135 

福利厚生費 134,041 187,367 

面積割市場使用料 58,708 77,243 

減価償却費 53,700 103,690 

貸倒引当金繰入額 △42,613 5,191 

その他の経費 282,720 359,428 

販売費及び一般管理費合計 1,661,532 2,252,541 

営業利益 16,781 142,460 

営業外収益    

受取利息及び配当金 195,325 203,365 

その他 49,910 14,087 

営業外収益合計 245,236 217,452 

営業外費用    

支払利息 8 1,208 

その他 76 12,862 

営業外費用合計 84 14,071 

経常利益 261,933 345,842 

特別利益    

投資有価証券売却益 2,656 20,721 

抱合せ株式消滅差益 － 313,185 

特別利益合計 2,656 333,906 

特別損失    

固定資産除却損 2,581 6,948 

投資有価証券売却損 － 6,557 

特別損失合計 2,581 13,506 

税引前当期純利益 262,008 666,242 

法人税、住民税及び事業税 28,103 87,937 

法人税等調整額 △4,485 △2,292 

法人税等合計 23,618 85,645 

当期純利益 238,389 580,597 
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【売上原価明細書】 

   
前事業年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

区分 
注記 
番号 

金額(千円) 
構成比 
(％) 

金額(千円) 
構成比 
(％) 

Ⅰ卸売事業売上原価              

  受託品売上原価 注１   8,569,293     12,483,105  

  買付品売上原価              

   商品期首たな卸高   700,245     890,063    

   当期商品仕入高   20,768,320     30,268,318    

   合計   21,468,565     31,158,382    

   商品期末たな卸高   793,466 20,675,098   702,777 30,455,604  

  卸売事業売上原価合計     29,244,392 99.8   42,938,710 99.8

Ⅱ付帯事業売上原価              

  減価償却費   37,040     41,711    

  固定資産税   15,536     15,006    

  租税公課   －     21,788    

  その他   8,975 61,552 0.2 12,781 91,287 0.2

売上原価合計     29,305,944 100.0   43,029,998 100.0

（注１）受託品売上高より横浜市業務条例による卸売手数料を控除したものであります。
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

            (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 資本剰余金
合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 

  
圧縮記帳積
立金 

事業拡張積
立金 

事業再編積
立金 

当期首残高 1,541,860 376,677 376,677 385,465 161,074 100,000 50,000 

当期変動額               

圧縮記帳積立金の積立         7,811     

圧縮記帳積立金の取崩         △499     

別途積立金の積立               

剰余金の配当               

当期純利益               

自己株式の取得               

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）               

当期変動額合計 － － － － 7,311 － － 

当期末残高 1,541,860 376,677 376,677 385,465 168,386 100,000 50,000 

 

               

  株主資本 
評価・換算
差額等 

純資産合計 
  利益剰余金 

自己株式 株主資本合
計 

その他有価
証券評価差
額金 

  その他利益剰余金 
利益剰余金
合計   

施設整備積
立金 

別途積立金 
繰越利益剰
余金 

当期首残高 260,000 4,400,000 324,988 5,681,528 △102,129 7,497,936 3,181,077 10,679,013 

当期変動額                 

圧縮記帳積立金の積立     △7,811 －   －   － 

圧縮記帳積立金の取崩     499 －   －   － 

別途積立金の積立   100,000 △100,000 －   －   － 

剰余金の配当     △70,781 △70,781   △70,781   △70,781 

当期純利益     238,389 238,389   238,389   238,389 

自己株式の取得         △1,808 △1,808   △1,808 

株主資本以外の項目の当期変動額
（純額）             1,607,335 1,607,335 

当期変動額合計 － 100,000 60,297 167,608 △1,808 165,800 1,607,335 1,773,135 

当期末残高 260,000 4,500,000 385,286 5,849,137 △103,938 7,663,737 4,788,412 12,452,149 
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当事業年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

            (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 
資本剰余金
合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 

  
圧縮記帳積
立金 

事業拡張積
立金 

事業再編積
立金 

当期首残高 1,541,860 376,677 376,677 385,465 168,386 100,000 50,000 

当期変動額               

圧縮記帳積立金の積立         4,655     

圧縮記帳積立金の取崩         △494     

事業拡張積立金の取崩           △100,000   

施設整備積立金の取崩               

別途積立金の積立               

剰余金の配当               

当期純利益               

自己株式の取得               

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）               

当期変動額合計 － － － － 4,160 △100,000 － 

当期末残高 1,541,860 376,677 376,677 385,465 172,546 － 50,000 

 

               

  株主資本 評価・換算
差額等 

純資産合計 
  利益剰余金 

自己株式 
株主資本合
計 

その他有価
証券評価差
額金 

  その他利益剰余金 
利益剰余金
合計   

施設整備積
立金 

別途積立金 繰越利益剰
余金 

当期首残高 260,000 4,500,000 385,286 5,849,137 △103,938 7,663,737 4,788,412 12,452,149 

当期変動額                 

圧縮記帳積立金の積立     △4,655 －   －   － 

圧縮記帳積立金の取崩     494 －   －   － 

事業拡張積立金の取崩     100,000 －   －   － 

施設整備積立金の取崩 △60,000   60,000 －   －   － 

別途積立金の積立   200,000 △200,000 －   －   － 

剰余金の配当     △70,740 △70,740   △70,740   △70,740 

当期純利益     580,597 580,597   580,597   580,597 

自己株式の取得         △2,376 △2,376   △2,376 

株主資本以外の項目の当期変
動額（純額）             △1,126,036 △1,126,036 

当期変動額合計 △60,000 200,000 465,696 509,856 △2,376 507,480 △1,126,036 △618,556 

当期末残高 200,000 4,700,000 850,982 6,358,994 △106,314 8,171,217 3,662,375 11,833,593 
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７．その他 

（１）役員の異動 

平成28年３月29日に公表いたしました「人事異動に関するお知らせ」及び本日平成28年５月19日に公表いたしました「代

表取締役及び役員の異動に関するお知らせ」をご覧ください。 
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